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総務企画委員会税
源
移
譲
な
い
場
合
の
対
応
は
直
轄
事
業
負
担
金
廃
止
で
相
殺

環境商工委員会

大雨による那珂川の氾濫
（平成 年８月）

保健福祉委員会

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
は
市
町
村
に
早
期
対
応
を
指
導

茨城県立中央病院

県
立
病
院
の
経
営
改
善
計
画
は
推
進
責
任
者
定
め
毎
年
見
直
し

決
議

取手競輪場における練習風景

（
要
旨
）

（
要
旨
）

小
池
百
合
子
環
境
大
臣
に

意
見
書
を
提
出
す
る
海
野

透
議
長
（環
境
省
大
臣
室
）

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
普
及
の
た
め
の
放
射
性
医
薬

品
の
供
給
方
法
に
関
す
る
意
見
書

　
が
ん
の
発
見
に
有
効
で
あ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検

査
（
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
検
査
）
体
制

を
整
備
す
る
に
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
カ
メ
ラ
の
ほ

か
に
Ｆ
Ｄ
Ｇ
製
剤
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
現
行
法
で
は
医
療
施
設
内
で

製
造
さ
れ
た
Ｆ
Ｄ
Ｇ
製
剤
を
他
の
医
療
施

設
で
使
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
た
め
、
医
療
機
関
で
製
造
さ
れ
た
Ｆ
Ｄ

Ｇ
が
安
全
性
を
確
保
し
た
う
え
で
他
施
設

で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
関
係

法
令
の
見
直
し
や
運
搬
基
準
等
の
策
定
等

を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
投
げ
捨
て
防
止
を
求

め
る
意
見
書

　
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
の
欠
如
に
よ
り
、
道

路
な
ど
公
共
の
場
所
に
お
け
る
た
ば
こ
の

吸
い
殻
の
投
げ
捨
て
は
、
依
然
と
し
て
後

を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
つ
い
て
は
、
喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を

図
る
た
め
、
た
ば
こ
の
箱
や
た
ば
こ
小
売

店
の
店
頭
、
た
ば
こ
自
動
販
売
機
に
「
喫

煙
マ
ナ
ー
を
ま
も
り
、
吸
い
殻
の
ポ
イ
捨

て
は
絶
対
し
な
い
」
旨
の
表
示
を
す
る
よ

う
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
を
指
導
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関
す
る
改
革

案
」
の
確
実
な
実
現
に
関
す
る
意
見
書

　
三
位
一
体
の
改
革
に
お
い
て
地
方
六
団

体
が
取
り
ま
と
め
た
「
国
庫
補
助
負
担
金

等
に
関
す
る
改
革
案
」
は
、
真
の
地
方
分

権
改
革
の
推
進
に
向
け
て
の
地
方
の
強
い

姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
国
の
概
算

要
求
は
こ
れ
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ

り
、
改
革
の
行
方
が
危
惧
さ
れ
る
。
国
に

お
い
て
は
、
地
方
六
団
体
の
改
革
案
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

責
任
を
持
っ
て
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

ゆ
た
か
な
教
育
を
実
現
す
る
た
め
の
教
員

の
定
数
加
配
等
に
関
す
る
意
見
書

　
政
府
に
お
い
て
は
、
「
第
七
次
公
立
義

務
教
育
諸
学
校
教
職
員
定
数
改
善
計
画
」

の
完
全
実
施
を
実
現
す
る
ほ
か
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
な
ど
新
た
な
教
育
課
程

や
、
不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
の
教
育
課
題

に
対
応
す
る
教
員
の
加
配
措
置
に
係
る
改

善
を
含
め
た
、
新
た
な
教
職
員
定
数
改
善

計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県

が
行
う
学
級
編
制
の
弾
力
化
に
伴
っ
て
必

要
と
な
る
教
員
の
定
数
加
配
や
財
政
措
置

を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
安
全
確
保
に
関

す
る
意
見
書

　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
建
設
は
、
本

県
に
と
っ
て
緊
急
か
つ
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
が
、
萱
丸
高
架
橋
に
お
い
て

一
部
不
良
工
事
の
事
実
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
に
続
き
、
南
千
住
駅
に
お
け
る
不
良
工

事
が
一
部
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
誠

に
遺
憾
で
あ
る
。

　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
安
全
確
保
に

向
け
て
、
関
係
機
関
に
お
け
る
安
全
確
認

の
徹
底
等
に
つ
い
て
指
導
を
強
化
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。

神
栖
町
に
お
け
る
農
業
用
井
戸
水
及
び
米

の
有
機
ヒ
素
化
合
物
対
策
に
関
す
る
意
見

書　
国
は
、
引
き
続
き
健
康
被
害
者
に
対
す

る
支
援
や
原
因
究
明
に
努
め
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
更
に
被
害
農
家
の
救
済
、
風
評

被
害
防
止
の
た
め
、
早
急
に
な
お
一
層
の

対
策
の
充
実
強
化
を
講
じ
る
よ
う
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

１
　
有
機
ヒ
素
化
合
物
の
汚
染
の
原
因
解

明
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

２
　
有
機
ヒ
素
化
合
物
の
毒
性
や
、
そ
の

曝
露
に
よ
る
健
康
影
響
の
調
査
研
究
を

進
め
る
と
と
も
に
、
当
該
精
米
摂
取
に

よ
る
有
機
ヒ
素
化
合
物
の
曝
露
が
想
定

さ
れ
た
場
合

に
は
、
「
緊

急
措
置
事

業
」
の
対
象

と
す
る
こ

と
。

　３
　農
業
用
井

戸
水
及
び
有

機
ヒ
素
化
合

物
が
検
出
さ

れ
た
精
米
の

耕
作
者
に
つ

い
て
は
、
十

分
な
支
援
策

を
講
ず
る
こ

と
。

公
立
小
・
中
学
校
の
教
科
用
図
書
採
択
地

区
の
見
直
し
を
求
め
る
決
議

　
現
在
、
茨
城
県
は
公
立
小
・
中
学
校
の

教
科
用
図
書
の
採
択
地
区
を
七
つ
に
定
め

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
二
二
市
町

村
に
ま
た
が
る
広
域
な
地
区
も
あ
る
。
今

後
益
々
地
方
分
権
が
進
む
と
と
も
に
、
地

域
の
特
性
を
生
か
す
教
育
が
求
め
ら
れ
て

い
く
上
で
、
広
域
の
採
択
地
区
は
障
害
と

な
る
と

え
ら
れ
る
た
め
、
公
立
小
・
中

学
校
の
教
科
用
図
書
の
採
択
地
区
に
つ
い

て
、
市
も
し
く
は
郡
単
位
と
す
る
よ
う
求

め
る
。

問
　
桜
の
郷
整
備
事
業
に
お
け

る
医
療
・
福
祉
連
携
の
た
め
の

研
究
会
の
検
討
状
況
と
今
後
の

予
定
は
。
　

答
　
昨
年
か
ら
五
回
開
催
し
、

高
齢
者
世
帯
へ
の
見
回
り
サ
ー

ビ
ス
等
の
事
業
が
検
討
さ
れ

た
。
今
後
は
研
究
会
を
発
展
さ

せ
た
懇
話
会
を
開
き
、
事
業
の

実
行
に
向
け
、
で
き
る
も
の
か

ら
早
急
に
実
施
し
て
い
き
た

い
。

問
　
心
肺
停
止
者
の
応
急
処
置

の
た
め
の
自
動
体
外
式
除
細
動

器
の
普
及
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
県
庁
舎
総
合
窓
口
に
設
置

す
る
な
ど
し
て
普
及
を
推
進
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
消
防
防
災
課
と
連
携
し
、

共
管
し
て
い
る
メ
デ
ィ
カ
ル
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
検
討
専
門
委
員
会

に
お
い
て
、
講
習
や
設
置
場
所

等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
県
立
病
院
の
経
営
改
善
を

目
指
す
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。
人
件
費

削
減
に
努
力
す
る
姿
勢
が
必
要

で
あ
る
。
見
直
し
の

え
は
。

答
　
目
標
達
成
の
た
め
推
進
項

目
ご
と
に
責
任
者
と
実
施
主
体

を
設
定
し
、
計
画
は
毎
年
見
直

す
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
総
務
部
と
協
議
し
、
特
殊

勤
務
手
当
や
調
整
額
の
見
直
し

を
進
め
た
い
。

問
　
阿
見
東
部
工
業
団
地
の
現

在
の
誘
致
状
況
及
び
今
後
の
誘

致
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
問
い
合
わ
せ
は
増
加
し
て

お
り
、
中
に
は
有
力
案
件
も
あ

る
。
新
聞
広
告
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
東
京
駅
構
内
の
広
告
な
ど

の
他
、
工
業
用
水
を
大
量
に
使

用
す
る
企
業
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ

ー
ル
を
送
付
し
誘
致
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
本
年
四
月
か
ら
新

規
立
地
後
三
年
間
は
工
業
用
水

料
金
を
半
額
と
し
た
。

（
ほ
か
に
、
介
護
保
険
制
度
に

お
け
る
県
の
役
割
、
国
立
水
戸

病
院
の
跡
地
利
用
に
関
す
る
県

の

え
な
ど
も
質
問
）

問
　
地
方
改
革
案
に
税
源
移
譲

対
象
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
公

共
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
財
源

が
国
債
の
た
め
移
譲
さ
れ
な
い

と
の
見
方
も
あ
る
が
対
応
は
。

答
　
三
・
二
兆
円
規
模
の
移
譲

対
象
を
提
示
す
る
う
え
で
、
公

共
事
業
関
係
補
助
金
の
代
替
は

見
出
し
難
く
、
税
源
移
譲
が
な

い
場
合
に
は
、
直
轄
事
業
負
担

金
の
廃
止
に
よ
り
相
殺
す
る
こ

と
も
一
つ
の
方
法
と

え
る
。

問
　
水
戸
市
土
浦
市
組
合
が
競

輪
事
業
か
ら
の
撤
退
を
表
明
し

た
が
、
県
の
肩
代
わ
り
の
適
否

も
含
め
今
後
の
対
応
は
。

答
　
肩
代
わ
り
の
適
否
に
つ
い

て
は
、
様
々
な
問
題
を
総
合
的

に
勘
案
し
検
討
す
る
。
ま
た
、

特
別
競
輪
の
誘
致
、
積
極
的
な

場
外
の
実
施
な
ど
に
よ
っ
て
売

上
増
加
を
図
る
一
方
で
、
経
費

の
見
直
し
を
行
う
な
ど
経
営
の

安
定
化
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問
　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の

県
内
工
事
に
一
部
不
具
合
が
生

じ
、
再
補
修
が
施
さ
れ
た
が
、

安
全
性
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。

答
　
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
よ
る

と
、
再
補
修
に
よ
っ
て
設
計
強

度
の
二
倍
を
超
え
る
強
度
に
達

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
ま

た
、
専
門
機
関
に
よ
る
点
検
に

お
い
て
も
、
安
全
性
は
確
保
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
県
で

は
、
県
民
へ
の
情
報
提
供
に
今

後
と
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

問
　
日
立
電
鉄
線
の
存
続
問
題

を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
、
ま

た
、
市
民
出
資
に
よ
る
会
社
の

組
織
化
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答
　
常
陸
太
田
市
に
対
し
、
岡

山
電
気
軌
道

か
ら
協
議
再
開

の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
組
織
化
に
つ
い
て
は
、
出

資
金
、
安
全
運
行
、
利
用
者
の

確
保
な
ど
極
め
て
困
難
な
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、
県
域
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
視
聴
エ
リ
ア
拡
大
、
県
民

相
談
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
な

ど
も
質
問
）

問
　
洪
水
時
の
円
滑
か
つ
迅
速

な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
の
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
状

況
及
び
未
作
成
市
町
村
に
対
す

る
指
導
に
つ
い
て
は
。

答
　
作
成
済
み
は
四
市
町
村
で

あ
り
、
マ
ッ
プ
作
成
の
基
礎
と

な
る
浸
水
想
定
区
域
図
が
あ
る

久
慈
川
、
那
珂
川
及
び
小
貝
川

流
域
の
未
作
成
二
三
市
町
村
に

対
し
早
急
な
作
成
を
指
導
し
た

ほ
か
、
そ
の
他
の
地
域
に
対
し

て
は
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

作
成
を
促
し
て
い
く
。

問
　
公
害
防
止
条
例
の
見
直
し

の
背
景
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
。

答
　
現
条
例
は
工
場
規
制
が
主

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
化
学
物
質

な
ど
新
た
な
課
題
や
生
活
排
水

な
ど
都
市
生
活
型
公
害
に
対

応
す
る
た
め
、
五
月
に
環
境
審

議
会
に
改
正
を
諮
問
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
一
〇
月
に
中
間
報

告
を
ま
と
め
、
県
民
か
ら
意
見

募
集
を
行
い
、
来
年
第
一
回
定

例
会
に
改
正
案
を
提
案
し
た

い
。

問
　
市
町
村
な
ど
か
ら
も
強
い

継
続
要
望
の
あ
る
今
年
度
終
了

予
定
の
緊
急
地
域
雇
用

出
特

別
交
付
金
事
業
の
次
年
度
以
降

の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答
　
国
は
事
業
の
継
続
に
関

し
厳
し
い
見
方
で
あ
る
が
、

本
県
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
踏

ま
え
、
国
に
対
し
、
継
続
を
強

く
申
し
入
れ
て
い
く
。

問
　
若
年
者
の
職
業
観
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
、
そ
れ
を
踏
ま

え
た
事
業
計
画
を
た
て
て
い
る

の
か
。

答
　
フ
リ
ー
タ
ー
対
策
は
非
常

に
難
し
い
が
、
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
職
業
適
性
診
断

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

等
を
通
し
て
、
若
年
者
の
意
識

を
把
握
し
、
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
原
子
力
発
電
所
の

安
全
体
制
、
自
動
体
外
式
除
細

動
器
の
導
入
推
進
、
中
小
企
業

信
用
保
証
制
度
の
拡
充
な
ど
も

質
問
）

いばらき県議会だより（３）　　 １４９ 平成１６年１０月１７日（日曜日）

米
産
地
づ
く
り
の
強
化
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
米
育
成
に
努
力

少
人
数
指
導
の
今
後
の
展
望
は
継
続
へ
向
け
て
検
討

ア
ジ
ア
諸
港
に
負
け
な
い
港
を
大
型
船
接
岸
も
可
能
に

涸
沼
水
質
保
全
計
画
は
削
減
対
策
に
数
値
目
標

涸沼の水質浄化活動

　
議
員
（
民
清
ク
）
　
小
中
学

校
を
対
象
と
し
た
茨
城
方
式
の

少
人
数
指
導
の
主
な
財
源
と
な

っ
て
い
る
国
の
緊
急
地
域
雇
用

特
別
交
付
金
は
今
年
度
が
最
終

年
度
で
あ
り
継
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
が
今
後
の
展
望
は
ど
う
か
。

　
知
事
　
こ
の
事
業
は
成
果
が

上
が
っ
て
お
り
、
市
町
村
か
ら

も
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
私
と
し
て
は
何
と
か
継
続

し
て
い
け
な
い
か
と
い
う
思
い

を
強
く
も
っ
て
お
り
、
財
政
状

況
や
市
町
村
と
の
役
割
分
担
な

ど
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
議
員
　
我
が
国
の
原
子
力
発

電
史
上
最
悪
の
事
故
と
な
っ
た

福
井
県
の
美
浜
発
電
所
の
蒸
気

噴
出
事
故
を
受
け
た
本
県
の
原

子
力
施
設
の
安
全
対
策
は
ど
う

か
。

　
知
事
　
今
回
の
事
故
を
踏
ま

え
、
県
は
、
東
海
第
二
発
電
所

と
高
速
実
験
炉
常
陽
な
ど
の

試
験
研
究
炉
の
類
似
配
管
の
点

検
結
果
及
び
健
全
性
評
価
に
関

す
る
調
査
を
各
事
業
者
に
求
め

た
。
現
在
、
点
検
結
果
に
つ
い

て
精
査
し
て
お
り
、
今
後
関
係

市
町
村
と
立
入
調
査
を
行
い
、

専
門
家
で
構
成
す
る
県
原
子
力

安
全
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、

点
検
内
容
や
点
検
方
法
の
妥
当

性
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　
議
員
　
現
在
環
境
省
に
お
い

て
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
大
綱

の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
現
大
綱
で
の
対
策
が
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
行
動
計
画
の

見
直
し
を
含
め
て
、
県
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

　
知
事
　
年
度
内
に
環
境
省
が

策
定
す
る
新
た
な
大
綱
や
県
内

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
県
と
し
て

も
早
急
に
地
球
温
暖
化
防
止
行

動
計
画
の
見
直
し
作
業
に
入
り

た
い
。
産
業
や
運
輸
な
ど
部
門

ご
と
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

目
標
を
数
値
で
示
し
、
ご
み
減

量
化
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ
る

効
果
を
具
体
的
に
明
記
す
る
な

ど
実
効
性
の
高
い
温
暖
化
対
策

の
推
進
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

県
民
や
事
業
者
の
模
範
と
な
る

よ
う
県
庁
エ
コ
・
オ
フ
ィ
ス
プ

ラ
ン
も
改
定
す
る
。

（
ほ
か
に
、
少
子
化
対
策
、
介

護
保
険
制
度
の
見
直
し
な
ど
も

質
問
）

　
議
員
（
自
民
）
　
現
行
の
涸

沼
水
質
保
全
計
画
に
は
、
環
境

基
準
達
成
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス

が
欠
落
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

行
政
・
住
民
・
事
業
者
が
目
標

を
共
有
し
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
め
る
よ
う
道

筋
を
示
し
て
い

く
必
要
が
あ
る

と

え
る
が
。

　
生
活
環
境
部

長
　
次
期
計
画

の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
海
水

の
流
入
に
よ
る

影
響
な
ど
こ
れ

ま
で
の
調
査
結

果
を
詳
細
に
解

析
し
た
う
え

で
、
汚
濁
要
因

別
に
Ｃ
Ｏ
Ｄ
の

排
出
量
な
ど
を
把
握
し
、
可
能

な
限
り
削
減
対
策
に
数
値
目
標

を
設
定
す
る
。

　
議
員
　
桜
の
郷
の
整
備
に
お

い
て
、
安
心
・
ふ
れ
あ
い
・
う

る
お
い
機
能
の
充
実
は
、
生
き

生
き
と
し
た
街
の
形
成
に
不
可

欠
で
あ
り
街
の
魅
力
の

出
に

も
繋
が
る
。
積
極
的
に
展
開
す

べ
き
だ
が
、
取
り
組
み
は
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
高
齢
者

世
帯
の
見
回
り
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
設

置
な
ど
出
会
い
の
場
を
提
供
す

る
。
ま
た
、
住
宅
地
内
に
緑
豊

か
な
コ
モ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
配
置

す
る
な
ど
景
観
に
配
慮
す
る
。

（
ほ
か
に
、
企
業
誘
致
の
推

進
、
介
護
保
険
と
障
害
保
健
福

祉
施
策
の
統
合
な
ど
も
質
問
）

（
一
般
質
問
は
４
面
に
続
く
）

成果が上がっている少人数指導による授業

産業活性化の核としても期待される常陸那珂港

　
議
員
（
自
民
）
　
大
型
化
す

る
コ
ン
テ
ナ
船
に
対
応
し
、
常

陸
那
珂
港
を
ア
ジ
ア
諸
港
に
負

け
な
い
港
と
し
て
整
備
す
る
よ

う
願
う
が
、
北
関
東
及
び
東
北

地
域
の
産
業
活
性
化
の
核
と
し

て
も
期
待
さ
れ
る
常
陸
那
珂
港

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
土
木
部
長
　
大
型
ロ
ー
ロ
ー

船
（
岸
壁
か
ら
直
接
船
内
へ
ト

レ
ー
ラ
ー
な
ど
が
乗
り
入
れ
貨

物
を
積
み
お
ろ
し
す
る
船
）
が

接
岸
可
能
な
岸
壁
を
整
備
し
、

そ
の
後
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
も
接

岸
で
き
る
水
深
一
五
メ
ー
ト
ル

岸
壁
等
を
整
備
す
る
。
ま
た
、

中
国
な
ど
と
の
新
規
定
期
航
路

開
設
に
向
け
積
極
的
な
ポ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
を
展
開
す
る
。

　
議
員
　
国
は
、
患
者
に
対
す

る
医
薬
品
の
臨
床
試
験
（
治

験
）
の
活
性
化
を
促
進
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
治
験
の
活
性
化

へ
の
県
の
取
り
組
み
は
、
県
民

医
療
の
向
上
、
関
連
企
業
の
発

展
を
導
く
と

え
る
が
、
所
見

を
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長
　
治
験
の
活

性
化
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
、
本
年
度
は
、

医
療
機
関
や
医
薬
関
連

企
業
、
大
学
の
関
係
者

か
ら
な
る
治
験
研
究
会

を
設
置
し
、
適
正
で
効

果
的
な
治
験
を
進
め
る

た
め
の
体
制
づ
く
り
を

行
う
。

（
ほ
か
に
、
積
立
基
金

等
の
資
金
管
理
、
政
策

評
価
な
ど
も
質
問
）

　
議
員
（
自
県
ク
）
　
商
工
会

・
商
工
会
議
所
は
、
最
近
、
新

規
会
員
が
減
少
し
、
脱
退
す
る

会
員
が
増
加
す
る
一
方
で
あ

り
、
入
会
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が

な
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

　
現
状
の
問
題
点
を
ど
う
認
識

し
、
支
援
に
は
ど
の
よ
う
な
手

だ
て
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　
知
事
　
経
営
指
導
員
の
指
導

力
の
向
上
や
他
団
体
と
の
連
携

に
よ
る
指
導
体
制
の
充
実
が
課

題
で
あ
る
。
指
導
員
全
て
に
指

導
能
力
開
発
講
座
を
実
施
し
、

ま
た
中
小
企
業
振
興
公
社
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
な
ど
の
専
門

機
関
と
の
連
携
指
導
や
複
数
商

工
会
等
の
連
携
で
行
う

業
・

経
営
革
新
講
座
へ
の
助
成
な
ど

広
域
連
携
を
促
進
し
て
い
る
。

　
議
員
　
四
月
か
ら
米
の
流
通

規
制
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
生

産
調
整
も
農
業
者
等
の
主
体
的

取
り
組
み
へ
転
換
さ
れ
た
。
本

県
も
産
地
間
競
争
に
向
け
高
品

質
米
生
産
運
動
を
展
開
し
て
い

る
が
、
豊
作
基
調
の
今
年
か
ら

品
質
・
価
格
両
面
で
熾
烈
な
競

争
が
始
ま
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
米
産
地
づ
く
り
強

化
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
。

　
知
事
　
農
業
改
革
の
意
識
啓

発
や
生
産
管
理
の
徹
底
な
ど
高

品
質
米
生
産
運
動
を
引
き
続
き

実
施
す
る
。
認
定
農
業
者
な
ど

の
担
い
手
支
援
と
生
産
組
織
の

再
編
強
化
を
促
進
す
る
。
ほ
場

の
大
区
画
化
な
ど
生
産
基
盤
の

確
立
を
支
援
し
リ
ー
ダ
ー
養
成

に
努
め
る
。
種
子
更
新
な
ど
高

品
質
な
米
づ
く
り
で
新
し
い
活

動
を
展
開
す
る
産
地
を
支
援
し

高
評
価
を
得
ら
れ
る
地
域
ブ
ラ

ン
ド
米
育
成
に
も
努
め
る
。

　
議
員
　
指
導
力
不
足
教
員
に

つ
い
て
は
、
胸
を
張
っ
て
再
度

教
壇
に
立
て
る
方
策
を
継
続
的

に

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

研
修
の
状
況
及
び
成
果
は
ど
の

よ
う
に
上
が
っ
て
い
る
の
か
。

　
教
育
長
　
研
修
セ
ン
タ
ー
で

の
研
修
、
所
属
校
で
の
実
践
研

修
を
通
し
て
改
善
の
方
向
に
向

か
う
者
も
出
て
き
て
い
る
。
一

人
一
人
の
課
題
や
研
修
成
果
を

踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し

た
研
修
に
力
を
入
れ
、
学
校
復

が
図
れ
る
よ
う
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
防
災
対
策
、
交
通

安
全
対
策
、
圏
央
道
の
整
備
進

状
況
及
び
今
後
の
見
通
し
な

ど
も
質
問
）

イネの刈り取り風景


